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ついて市公式 Facebook ページに

おいて公開しているものもありま

すので、ぜひご覧ください。



　夏の夜空を鮮やかに彩
る

　夏の夜空を鮮やかに彩
る

　夏の夜空を鮮やかに彩
る

 2,500発
　夏の夜空を鮮やかに彩

る

 2,500発
午後７時45分

～８時35分
花 

火

開催情報 ☎0180・99・3020
（８月５日 午前 10 時より利用可）

市
民
の

夕
べ

第47回

※荒天時は７日（月）に延期。内容は一部変更になります。

　７日も荒天の場合は中止となります。

開催  ８月５日（土）
会場　赤穂海浜公園

●問い合わせ先　

　赤穂市まちづくり振興協会（市民対話課内）

　　　　　　　　　　　　　　☎43・６８１８

播
州
赤
穂
花
火
大
会

会
場
周
辺
は
大
変
混
雑
い
た
し
ま
す
の
で
、
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
ご
利
用
い
た
だ
く
か
、
徒
歩
・
自
転
車
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◎
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
（
16
時
〜
22
時
ま
で
ピ
ス
ト
ン
運
行
）

　
Ｊ
Ｒ
赤
穂
駅
〜
ウ
エ
ス
ト
神
姫
赤
穂
営
業
所
臨
時
乗
降
所
〜

　
赤
穂
市
民
病
院
前
停
留
所
〜
海
浜
公
園
西
口

県
立
赤
穂
海
浜
公
園
30
周
年
記
念

通行止め

西駐車場
（有料）

東駐車場
（有料）

北駐車場
（有料）

海浜大橋南側
（千種川左岸道路）

16：00～

海浜大橋海浜大橋海浜

新赤穂大橋赤穂大橋新赤穂大

県立県立
赤穂高校穂

赤穂赤穂大橋赤

JR播州赤穂駅 250

尾
崎
ト
ン
ネ
ル

千
種
川

千
種
川

赤穂海浜公園赤
塩の国塩の

海洋科学館科学館
キャンプ場オートキ プャン

総合体育館総合 市民病院院病院市民

赤穂城跡

歴史博物館館館
大石神社

総合福祉会館総合福総合福

図書館図書
ハーモニーホールニーホールルニー

（文化会館）館）化会

花岳寺寺花岳
市役所市役所市役

タテホわくわくランドタテ ド

伊和和都比売神社伊

展望台

交通規制・駐車場のご案内交通規制・駐車場のご案内

ウエスト神姫
赤穂営業所臨時乗降所

赤穂市民病院
前停留所
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夏の宵は、盆踊りと和太鼓で A

内　容
小学校児童の金管バンド、保育所園児による太鼓・
保育士ポップフレンド・義士太鼓・赤穂塩濱音頭

「ええやん赤穂」のスマイルレンジャーも出演

場　所 メイン会場（自由広場）

時　間
金管バンド　17：00 ～ 17：30、バンド演奏　17：30 ～
18：20、和太鼓　18：20～ 19:30、盆踊り　19:50 ～ 20:35

LET'S あそばナイト B

内　容
赤穂広場に巨大迷路が出現！射的ゲームや巨大だ
るま落としも！ TV ゲームでは体験できない身体
を動かす遊びを！

場　所 赤穂広場

時　間 16：30 ～ 19：45

協　賛 赤穂商工会議所青年部

Little Ako City ～市民の夕べに ” まち ” 出現～ C

内　容
やってみよう　本格的仕事体験！！消防士さん、大
工さん、水道屋さん等、色んな仕事をやってみよう！

場　所 赤穂広場

時　間 17：00 ～ 19：00

協　賛 赤穂青年会議所

太陽の丘サマーステージ D

内　容
第１部：ロック、フォーク、アコースティック、ジャズなど
第２部：ダンス、歌、パフォーマンスなど（ゲスト：ベリーダンス）

場　所 太陽の丘特設ステージ

時　間 第１部：13：00 ～ 19：00、第２部：19：00 ～ 21：00

協　賛

太陽の丘サマーステージ実行委員会　※2歳以上未就園児対象
でちびっ子ダンサーを募集中！「エビカニクス」のコスプレを
して踊ります！ 6月20日締切（定員20名、現在10名申込あり）
　090-9063-8801（細井）

ふくしアンテナショップ E

内　容
関西福祉大学と福祉施設との相互協力により、授
産品の特別販売を実施します。

場　所 赤穂広場入口付近

時　間 18：00 ～ 21：00

協　賛 関西福祉大学

ストリートパフォーマンス F

内　容
楽しいマジックショー！かわいいモンキーパ
フォーマンスショー！ジャグリングや様々な道具
を使った路上パフォーマンス！

場　所 自由広場、太陽のプロムナード付近

時　間 17：00　～　19：30

ゆかた無料着付け教室

内　容
着付けのお手伝いをします（ゆかた・半幅帯・帯
板（小）・ゆかた襦袢・タオル１本・腰紐２本・履
物をご準備ください）

場　所 文化会館

時　間 16：30 ～ 18：30

立入禁止区域

立入禁止区域

立入禁止区域

立入禁止区域

西駐車場

赤　湖
あかうみ

白　湖
しらうみ

北駐車場

西側観覧
ゾーン

北側観覧
ゾーン

東側
観覧
ゾーン

花火打ち上げ

2500発
花火打ち上げ

2500発

出会橋（19：30～通行止）

車両進入禁止
（16：00～）

海岸17:00以降立入禁止海岸17:00以降立入禁止

露店（17：00～21：00）

東駐車場

風の門（西口） 太陽の門（北口）

メイン会場（自由広場）

シャトルバス発着所 風のプロムナード

のじぎく広場

太陽のプロムナード

赤穂広場

太陽の丘

立
入
禁
止
区
域 A

B

C

Ｆ

D

Ｅ

トイレ 警備本部案内
ステーション

救護所

駐輪場 駐車場

立入禁止区域

（17：00～）

凡　例

Ｆ

会場案内図

イベント情報

市民の夕べ開催中、付近住民のみなさまには大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

SSE とは・・・

SELF-SUPPORTED EVENT の略です。
観客も一緒にイベントを支えてください。

☆  花火終了後は交通渋滞が予想されますので、お帰りの際は早めの
行動をお願いします ( 帰りのシャトルバスは午後８時15分から運
行します）  

・  会場内は暗い箇所もありますので、足元には充分ご注意ください。
・  17:00以降、立入禁止区域内には絶対に入らないでください。
・ゴミは各自お持ち帰りください。
・周辺地域への不法駐車はおやめください。
・  会場内へのテント・テーブル・パラソルの持ち込みはおやめくだ

さい。
・市民が不安を感じる「特攻服」でのご来場はお断りします。
・会場出入口は午後10時に閉門します。
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夏
の
イ
ベ
ン
ト
特
集

夏
休
み
に
学
ぼ
う
！
体
験
し
よ
う
！

地域のイベント

8/6
㈰

7/₃₀
㈰

7/₂₉
㈯

いきいき坂越たこ祭り 木津ひまわりまつり

かぶと虫の里　かぶ～ん　うね

遊加里たうん夏祭り
午後５時30分～８時40分 午前10時～午後３時 午後５時～９時

●場所　坂越本町大通り
●内容　  坂越浦民謡盆踊り、和太

鼓演奏、ジャンボ鉄板焼
き ほか

●主催　坂越商店会
　（雨天時7日） ㉄☎48・8133

●場所　木津中央集会所周辺の田
●内容　  とうもろこしのもぎとり

体験（小学生以下無料）、
鮎のつかみどり・塩焼き
体験（有料） ほか

●主催　木津ふれあい農園
 ㉄☎090-1594-9168（溝田）

ケース付きオス・メスペアを1,000円で販売します。
●場所　有年横尾
●期間　７月16日（日）～ 30日（日）
●開園時間　午前10時～午後5時（最終日は午後３時まで）
●料金　施設管理協力金として200円（３歳以上）
㉄赤穂ふれあいの森管理運営組合　☎090・1890・6372（潮海）

●場所　いきつぎ広場
●内容　くじ引き、模擬店など
●主催　加里屋中央商店街

　（雨天時30日）

 ㉄産業観光課　☎43・6838
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学　ぶ

見る・知る

体験する

8/₂₀
㈰

8/₁₂
㈯

8/₁₉
㈯

8/9
㈬

8/₂₂
㈫

海洋科学館 夏屋台実験教室「サイエンス寺子屋」

土器づくり 勾玉づくり

有年考古館 夏休み体験教室

子ども啓発セミナー「お金について知る！学ぶ！夏休みお金教室」

子ども啓発セミナー自然素材クラフト

「小枝等を使ったフォトスタンド作り」

午前９時～正午

午後１時30分～４時 午後１時30分～４時

午後１時30分～３時30分

午前10時～午後２時

　夏休みを利用して、子どもたちに科学遊びや物づく
りの楽しさ、科学への興味・関心を持ってもらうこと
を目的に開催します。今回も人と自然の博物館から移
動博物館車「ゆめはく」がやってきます。ご家族そろっ
てお越しください。
●場所　市立海洋科学館ピロティー
●対象　小学生（定員なし、申込不要）
●料金　無料
 ㉄海洋科学館　☎43・4192

　土器風粘土で土器を制作します。
焼き上げる必要のない粘土を使用し
ますので、その日の内に作品を持ち
帰ることができます。
●料金　350円

（共通）
●場所　有年考古館
●対象　どなたでも（小学生以下は要保護者同伴）
●定員　10名
●申込　有年考古館まで電話にて申込み
●申込・問合せ先　有年考古館　☎49・3488

　軟らかい石材「滑石」を使用して、
勾玉を制作します。組み紐も合わせ
て制作し、オリジナルのストラップ
を制作できます。
●料金　300円

●講師　兵庫県金融広報委員会
　　　　金融広報アドバイザー　大石　泉 氏
●場所　市役所2階204・205会議室
●対象　小学生
●定員　30人
●料金　無料
●申込み　７月28日までに市民対話課まで
●申込・問合せ先　市民対話課　☎43・6818

夏休みの工作に♪自然の素材を生か
した味わいのある作品をつくろう！
●講師　赤穂市消費者協会役員
●場所　  美化センターリサイクル

施設
●対象　小学生　●定員　30人
●料金　無料　
●申込み　  ８月10日までに市民

対話課まで
●申込・問合せ先

 市民対話課　☎43・6818

海洋科学館 特別展 開館30周年記念

第31回特別展「太陽系の旅」

有年考古館　特別展

「播磨大陶器展～古墳時代から現代まで～」

　太陽系の天体画像をはじめ、小惑星探査機「はやぶ
さ」などの模型、南極で採取された月起源、火星起源
の隕石を展示のほか、シアター、図書コーナーもあ
ります。
●期間　７月22日（土）～８月31日（木）
　　　　（  休館日＝火曜日、８月15日（火）は臨時開

館、８月17日（木）は臨時閉館します）
●開館時間　午前９時～午後４時30分
　　　　　　（入館は午後４時まで）
●場所　市立海洋科学館　研修講座室
●料金　高校生以上＝300円、小・中学生＝150円
 ㉄市立海洋科学館　☎43・4192

　今から約1600年前（古墳時代中期）、日本列島に陶器を焼く
技術が初めて伝えられました。播磨地域では全国的にみても早
い時期に陶器の窯が開かれ、窯業が盛んであったことが、各地
の発掘調査で分かっています。古代には都へ納める税の代わり
として、中世には全国流通する商品として、播磨産の陶器は全
国各地へ出荷され、播磨地域は当時の日本を代表する窯場とな
りました。江戸時代には個性的な作品を製作する窯が多く開か
れ、その技術は現在まで伝えられています。同展では、各地の
窯跡から出土した遺物から、全国有数の窯場であった播磨地域
の歴史を「陶器」をキーワードにして読み解きます。

●期間　７月19日（水）～ 10月９日（月・祝）
　　　　( 休館日＝火曜日 )
●開館時間　10時～ 16時（入館は15時半まで）
●料金　無料
 ㉄有年考古館　☎49・3488
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保健センター　☎４６・８７０１ 健康ページ

　

室
温
や
気
温
が
高
い
中
で
長
時
間
、

作
業
や
運
動
を
す
る
と
、
体
内
の
水
分

や
塩
分
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
り
、

体
温
調
整
機
能
が
う
ま
く
働
か
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
体

の
中
に
熱
が
こ
も
っ
た
状
態
の
こ
と
を

「
熱
中
症
」
と
言
い
ま
す
。

熱
中
症
と
は
？

　

「
環
境
」
と
「
か
ら
だ
」
、「
行
動
」
の
３
つ

の
条
件
に
よ
っ
て
熱
中
症
を
引
き
起
こ

す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

①
環
境

・
気
温
・
湿
度
が
高
い

・
閉
め
切
っ
た
室
内

・
エ
ア
コ
ン
の
な
い
部
屋

・
急
に
暑
く
な
っ
た
日

②
か
ら
だ

・
高
齢
者
、
乳
幼
児

・
肥
満

・
持
病(

糖
尿
病
、
心
臓
病
な
ど)

・
低
栄
養
状
態

・
脱
水
状
態

③
行
動

・
激
し
い
運
動
、
慣
れ
な
い
運
動

・
長
時
間
の
屋
外
作
業

ど
の
よ
う
に
起
こ
る
？

　

主
に
次
の
よ
う
な
症
状
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

・
め
ま
い
・
立
ち
く
ら
み

・
手
足
の
し
び
れ

・
筋
肉
の
こ
む
ら
返
り

・
頭
痛
・
吐
き
気
・
倦
怠
感

　

こ
の
よ
う
な
症
状
が
み
ら
れ
る
場
合

は
、
す
ぐ
に
涼
し
い
場
所
へ
移
動
し
、

身
体
を
冷
や
す
（
特
に
首
の
周
り
・
脇
の

下
・
足
の
付
け
根
な
ど
）
こ
と
、
水
分
を

と
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　　

高
齢
者
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

熱
中
症
患
者
の
お
よ
そ
半
数
は
高
齢
者

（
65
歳
以
上
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
な
人
も
注
意
が
必

要
で
す
。

　

・
子
ど
も

　

・
脱
水
症
状
の
あ
る
人

　

・
肥
満
の
人

　

・
普
段
あ
ま
り
運
動
を
し
な
い
人

　

・
体
調
の
悪
い
人

　

熱
中
症
の
症
状

自
分
自
身
で
水
分
・
塩
分
が
と
れ
な
い

と
き
や
、
次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
れ
ば
、

す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

　

・
返
事
が
お
か
し
い

　

・
け
い
れ
ん

　

・
意
識
消
失

ど
の
よ
う
な
人
が
な
り
や
す
い
？

熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

①
暑
さ
を
避
け
る

　

▽  

外
出
時
に
は
日
傘
や
帽
子
を
着
用
し

ま
し
ょ
う
。

　

▽  

扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
温
度
を
調
節

し
ま
し
ょ
う
。

②
こ
ま
め
に
水
分
補
給

　

▽  

の
ど
の
渇
き
を
感
じ
て
い
な
く
て

も
、
こ
ま
め
に
水
分
・
塩
分
な
ど
を

補
給
し
ま
し
ょ
う
。

③
急
に
暑
く
な
る
日
に
注
意

④
暑
さ
に
備
え
た
体
作
り

⑤
自
分
自
身
の
条
件
を
考
慮

　

▽  

そ
の
日
の
体
調
や
暑
さ
に
対
す
る
慣

れ
な
ど
が
影
響
し
ま
す
。
体
調
の
変

化
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

⑥
集
団
活
動
の
場
で
は
お
互
い
に
配
慮

　

▽  

お
互
い
の
体
調
に
注
意
し
て
声
を
掛

け
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

暑
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
︒

　

熱
中
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
︑

体
調
の
変
化
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
︒

熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

政府広報オンライン
QR コード

政府広報オンライン

政府広報オンライン
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赤
穂
市
の
皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。

　

こ
の
度
6
月
1
日
付
け
で
播
州
赤

穂
駅
長
を
拝
命
し
ま
し
た
岡
田
で
す
。

　

私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
姫
路
で
赤

穂
か
ら
も
近
く
、
相
生
駅
に
勤
務
し

た
こ
と
も
あ
り
、
赤
穂
に
は
度
々
立

ち
寄
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
赤
穂

の
イ
メ
ー
ジ
は
、「
海
」「
歴
史
」「
温
泉
」

「
海
鮮
」
と
ま
さ
に
観
光
地
と
し
て
の

魅
力
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

ま
た
、
義
士
祭
等
の
イ
ベ
ン
ト
に

も
皆
さ
ま
が
総
力
で
取
り
組
ま
れ
て

い
る
事
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
ま
た
訪
れ
た
い
赤
穂
市
、
ま

た
訪
れ
た
い
播
州
赤
穂
駅
を
作
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

播
州
赤
穂
駅

 

駅
長　

岡
田 

充
治

赤
穂
に
赴
任
し
ま
し
た

　

市
で
は
、
地
震
や
集
中
豪
雨
な
ど
の

災
害
時
に
、
自
力
避
難
が
困
難
な
人
（
避

難
行
動
要
支
援
者
）
を
地
域
全
体
で
支
援

す
る
た
め
の
名
簿
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、
消
防
な

ど
に
よ
る
救
助
・
救
出
に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
に
は
、
自
分

の
身
は
自
分
で
守
る
「
自
助
」
や
、
地
域

で
助
け
あ
う
「
共
助
」
の
精
神
が
不
可
欠

で
す
。

　

災
害
時
に
地
域
ぐ
る
み
で
安
否
確
認

や
避
難
支
援
な
ど
を
す
る
た
め
に
は
、

事
前
に
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に
登

録
し
、
内
容
を
地
域
に
提
供
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

⃝

登
録
内
容

　

  

▽
自
治
会
名 

▽
氏
名 

▽
性
別 

▽
生

年
月
日 

▽
住
所 

▽
同
居
人
数 

▽
支

援
が
必
要
な
理
由 

▽
安
否
確
認
を
行

う
近
隣
者 

▽
緊
急
時
の
連
絡
先 

▽

担
当
民
生
委
員
な
ど

※  

地
元
の
自
治
会
等
の
住
民
に
よ
り
構

成
さ
れ
る
自
主
防
災
組
織
や
民
生
委

員
な
ど
に
個
人
情
報
を
提
供
す
る
こ

と
に
同
意
し
た
人
に
つ
い
て
名
簿
を

整
理
し
て
い
ま
す
。

⃝

登
録
対
象
者

・  

自
力
避
難
の
移
動
が
で
き
な
い
人

　

（
例　

寝
た
き
り
、
車
椅
子
等
）

・  

自
力
避
難
の
判
断
が
で
き
な
い
人

　

（
例　

認
知
症
等
）

・  

自
力
避
難
の
移
動
に
時
間
が
か
か
る

人
（
例　

杖
を
使
用
し
て
い
る
人
等
）

・
そ
の
他
支
援
を
必
要
と
す
る
人

⃝

登
録
方
法

　

登
録
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
最
寄
り

の
民
生
委
員
又
は
社
会
福
祉
課
に
相
談

の
う
え
、「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
登

録
申
請
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※  
災
害
だ
け
で
な
く
、
支
援
す
る
人
も

支
援
を
希
望
す
る
人
も
、
常
日
頃
か

ら
防
災
訓
練
な
ど
の
地
域
行
事
に
参

加
し
、
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

災
害
時
に
避
難
が
困
難
な
人
を

事
前
に
把
握

　

有
年
地
区
の
ご
自
宅
か
ら
「
宮
前
」
バ

ス
停
留
所
ま
で
を
結
ぶ
、
片
道
３
０
０

円
の
便
利
な
タ
ク
シ
ー
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
積
極
的
な
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
ご
利
用
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

事
前
に
利
用
者
登
録
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

　

利
用
者
登
録
は
、
随
時
受
付
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
有
年
公
民
館
（
☎
49
・

２
０
０
４
）
又
は
企
画
広
報
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

﹁
う
ね
・
の
り
愛
号
﹂
運
行
中
！

　
　

㉄
企
画
広
報
課 

☎
43
・
６
８
６
７

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に
登
録
し
ま
し
ょ
う
！

 

㉄
社
会
福
祉
課　

☎
43
・
６
８
０
９
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保険料額保険料額

平成29年度

保険料
（最高限度額57万円）

均等割額
48,297円

所得割額所得割額

（ 　　　      ）（ 　　　      ）（ 　　　      ）（ 　　　      ）（ 　　　      ）（ 　　　      ）平成28年中の
総所得金額等※

所得割率10.17％

（ 　　　      ）（ 　　　      ）（ 　　　      ）（ 　　　      ）（ 　　　      ）平成28年中の（ 　　　      ）（ 　　　      ）総所得金額等※（ 　　　      ）（ 　　　      ）総所得金額等※（ 　　　      ）－33万円（ 　　　      ）（ 　　　      ）総所得金額等※（ 　　　      ）
所得割率10.17％所得割率10.17％

（ 　　　      ）（ 　　　      ）総所得金額等※（ 　　　      ）
×

■保険料の計算方法
後期高齢者医療制度の保険料は、被保険者一人ひとりにお支払い

いただきます。

※総所得金額等とは、収入額から控除額を引いた金額です。（ここでいう控除額とは、公的年金
等控除額、給与所得控除額、必要経費のことをいい、医療費控除額、障害者控除額、扶養控
除額等の所得控除額は含みません。）

保
険
料
額
決
定
通
知
書
を

 
送
付
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

保
険
料
の
お
支
払
い
は
、
次

の
2
通
り
と
な
り
ま
す
。

①
年
金
か
ら
の
お
支
払
い

︻
特
別
徴
収
︼

　

特
に
お
手
続
き
い
た
だ
く
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
よ
る
お

支
払
い
に
変
更
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
税
務
課
市

民
税
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

②  

口
座
振
替
や
納
付
書
で
の
お

支
払
い

︻
普
通
徴
収
︼

　

７
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
毎

月
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
年
金
の
受
給
額
が

年
額
18
万
円
未
満
の
人
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
と

介
護
保
険
料
の
合
計
額
が
、
対

象
と
な
る
年
金
受
給
額
の
2
分

の
1
を
超
え
る
人
は
普
通
徴
収

と
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
お
支
払
い
方
法

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
料
（
年
額
）
を
決
め
る
基
準
で

あ
る
保
険
料
率
（
均
等
割
額
と

所
得
割
率
）
は
2
年
ご
と
に
見

直
さ
れ
、
平
成
29
年
度
の
保
険

料
額
は
昨
年
度
と
同
様
、
次
の

と
お
り
で
す
。

総所得金額等（被保険者＋世帯主）
が次の基準額以下の世帯

軽減割合
（軽減後の均等割額：年額）

基礎控除額

（33万円）

世帯内の被保険者全員
の所得（公的年金等控
除額は80万円として計
算する）が０円

9割（4,829円）※1

上記以外 8.5割（7,244円）※1

基礎控除額（33万円）＋27万円（※2）
×被保険者数 5割（24,148円）

基礎控除額（33万円）＋49万円（※2）
×被保険者数 2割（38,637円）

※１　  本来は７割軽減ですが、特例措置により９割又は8.5割軽減とな
ります。

※２　平成29年度保険料の低所得者軽減措置が拡充されました。

　　（注）  65歳以上の公的年金受給者は、総所得金額等から年金所得の範
囲内で最大15万円を控除し、軽減判定します。（年金特別控除）

　

平
成
28
年
中
の
所
得
に
応

じ
て
平
成
29
年
度
の
保
険
料

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

①
均
等
割
額
の
軽
減

　

同
一
世
帯
内
の
被
保
険
者

と
世
帯
主
の
平
成
28
年
中
の

総
所
得
金
額
等
が
次
の
基
準

額
以
下
の
場
合
、
均
等
割
額
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

②
所
得
割
額
の
軽
減

　

所
得
割
額
算
定
に
か
か
る

所
得
（
総
所
得
金
額
等

－

基
礎

控
除
額
33
万
円
）
が
58
万
円

所
得
の
低
い
人
の
軽
減

平
成
29
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を

7
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
︒

（
年
金
収
入
の
み
の
場
合
、
収

入
額
が
２
１
１
万
円
）
以
下
の

人
の
所
得
割
額
は
2
割
軽
減
と

な
り
ま
す
。

※  

特
例
措
置
に
よ
り
平
成
28
年
度

は
5
割
軽
減
で
し
た
が
、
制
度

の
見
直
し
に
よ
り
平
成
29
年
度

は
2
割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

　

制
度
に
加
入
す
る
前
日
に
、

会
社
の
健
康
保
険
等
の
被
用
者

保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
人

は
、
所
得
割
が
か
か
ら
ず
、
均

等
割
額
は
7
割
軽
減
と
な
り
、

被
扶
養
者
だ
っ
た
人
の
軽
減

保
険
料
額
（
年
額
）
は

１
４
︐
４
８
９
円
と
な
り
ま
す
。

※  

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

す
る
前
日
に
お
い
て
、
国
民
健
康

保
険
・
国
民
健
康
保
険
組
合
に

加
入
さ
れ
て
い
た
人
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

※  

均
等
割
額
の
軽
減（
9
割
軽
減
、

８
・
５
割
軽
減
）
に
該
当
す
る
人

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
軽
減
割
合
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

※  

均
等
割
額
は
本
来
5
割
軽
減
の

と
こ
ろ
、
特
例
措
置
に
よ
り
平
成

28
年
度
は
9
割
軽
減
で
し
た
が
、

制
度
の
見
直
し
に
よ
り
平
成
29

年
度
は
7
割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

　

災
害
で
大
き
な
損
害
を
受
け

た
と
き
、
所
得
の
著
し
い
減
少

が
あ
っ
た
と
き
、
他
の
被
保
険

者
や
世
帯
主
が
死
亡
し
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
世
帯
の
所
得
が
軽

減
判
定
基
準
以
下
と
な
る
と
き
、

一
定
期
間
給
付
の
制
限
を
受
け

た
と
き
で
、
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
人
は
、
申
請
に

よ
り
保
険
料
が
減
免
さ
れ
る
場

合
や
一
定
期
間
、
保
険
料
の
徴

収
が
猶
予
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
税
務
課
市
民

税
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
減
免
及
び
徴
収
猶
予
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▽ 資格・給付に関すること
　医療介護課 国保医療係
　☎４３・６８１３

▽ 保険料に関すること
　税務課 市民税係
　☎４３・６８０３

▽ コールセンター
　 兵庫県後期高齢者医療広域
　連合事務局
　☎０７８・３２６・２０２１
※  電話番号は、おかけ間違いのないよ
うにお願いします。

問い合わせ先

７月下旬に新しい被保険者証を送付します
　被保険者証の更新時期は毎年８月１日です。７
月下旬に新しい被保険者証を送付しますので、８
月１日から新しい被保険者証を医療機関等の窓口
で提示してください。保険料の納付状況によって
は、有効期間が短い被保険者証（短期被保険者証）
を送付することがあります。納付が困難な事情が
ある場合は、早めに相談してください。

　８月以降の一部負担金の割合は、同一世帯内の
被保険者の平成28年中の所得により算出された平
成29年度の住民税課税所得と平成28年中の収入額
をもとに計算されています。また、世帯状況の異
動や所得の更正により、随時変更されることがあ
ります。

区分
一部負担

金の割合

自己負担限度額（月額） 入院時の食事代
の標準負担額
（１食当たり）

該　当　条　件個人単位

〔外来〕

世帯単位

〔入院含む〕

現　役

並　み

所得者
３割

57,600円
※１

80,100円＋

（医療費－

267,000円）

×１％

〔44,400円〕※３
360円※４

同一世帯に住民税課税所得145万円以上の被保険者が

いる世帯の人※６

　 ただし、住民税課税所得145万円以上でも収入額（年

金・給与等収入合計）が一定の金額に満たない人（※７）

は、医療介護課国保医療係に申請することにより

「一般」の区分となります。

　【対象となる可能性がある人には申請書を送付しています。】

一　般

１割

14,000円※１

（年間上限
144,000円）※２

57,600円※１

〔44,400円〕※３
「現役並み所得者」 「低所得Ⅱ」 「低所得Ⅰ」 以外の人

低
　
所
　
得

Ⅱ

8,000円

24,600円
210円

〔160円〕※５

世帯員全員が

住民税非課税

「低所得Ⅰ」以外の人

Ⅰ 15,000円 100円

○ 各所得が必要経費・控除（公的年

金等控除額は80万円として計算）

を差し引いたときに０円となる人

○老齢福祉年金の受給者

※１ 平成29年８月から高額療養費の自己負担限度額が変わります。（太字部分）
※２   １年間（８月～翌７月）の外来の自己負担額の合計額に年間144,000円の上限が設けられます。

※３   ［　］内は過去12 ヵ月以内に世帯で既に３回以上の高額療養費が支給されている場合、４回目からの額となります。外来（個人ごと）に
よる高額療養費の支給及び後期高齢者医療制度以外での高額療養費の支給は、この回数に含まれません。

※４ ○指定難病患者の人は260円です。

 ○  平成28年３月31日において１年以上継続して精神病床に入院していた人で引き続き医療機関に入院中の人についても、当分の間、
１食につき260円です。

※５ ［　］内は過去12 ヵ月の入院日数が90日を超える場合、91日目からの額（申請が必要）

※６   昭和20年１月２日以降生まれの被保険者がいる世帯は、住民税課税所得額145万円以上であっても、被保険者全員の基礎控除（33万円）
後の総所得金額等の合計額が210万円以下であれば、１割負担となります。

※７ （次のいずれかの場合）

 ○同一世帯に被保険者が１人の場合 ： 被保険者の収入額 … 383万円

 ○同一世帯に被保険者が１人で70歳以上75歳未満の人がいる場合 ： 被保険者と70歳以上75歳未満の人全員の収入合計額 … 520万円

 ○同一世帯に被保険者が２人以上いる場合 ： 被保険者全員の収入合計額 … 520万円

❖医療費の一部負担金の割合と自己負担限度額等❖

限度額適用・標準負担額減額認定証

　世帯員全員が住民税非課税（表の区分で低所得Ⅰ・Ⅱに該当）の人は、「限
度額適用・標準負担額減額認定証」を提示することで、医療機関ごとに１ヵ
月間の窓口での支払いが、外来・入院とも区分に応じた限度額までとなり、
入院時の食事代についても減額されます。（柔道整復、鍼灸、あんまマッサー
ジの施術などは除く。）
　認定証の更新時期は毎年８月１日です。現在、減額認定証をお持ちで８
月以降も引き続き対象となる人には、７月下旬に新しい減額認定証を被保
険者証と一緒に送付する予定です。世帯員全員が住民税非課税の人で減額
認定証の申請をされていない場合は、医療介護課国保医療係に申請してく
ださい。

後期高齢者医療制度
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先
日
、
市
内
の
高
齢
者
の
女
性
が
計

5
千
万
円
を
だ
ま
し
取
ら
れ
る
と
い
う
、

大
変
痛
ま
し
い
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
中
に
は
、
他
人
の
言
う
こ

と
を
疑
わ
ず
簡
単
に
信
用
し
て
し
ま
う

人
や
、
だ
ま
さ
れ
た
こ
と
に
気
づ
か
な

い
人
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
被

害
に
遭
っ
た
こ
と
に
気
が
つ
い
て
も
、

「
恥
ず
か
し
い
」「
他
人
に
迷
惑
を
か
け
た

く
な
い
」
な
ど
の
理
由
で
、
誰
に
も
相
談

し
な
い
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

高
齢
者
が
詐
欺
に
遭
わ
な
い
た
め
に

は
、
高
齢
者
ご
本
人
が
問
題
意
識
を
高

め
る
と
と
も
に
、
家
族
や
周
り
の
方
々

が
、
日
ご
ろ
か
ら
高
齢
者
の
様
子
を
気

に
か
け
て
、
見
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
普
段
か
ら
家
族
の

中
で
、
詐
欺
の
手
口
や
被
害
に
つ
い
て

話
題
に
し
、
注
意
す
る
よ
う
呼
び
か
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
不
審
な
電
話
や

訪
問
を
受
け
た
と
き
の
対
応
の
仕
方
や

相
談
窓
口
な
ど
も
話
し
合
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
身
近
で
日
常
的
に
接
し
て
い

る
人
た
ち
が
高
齢
者
の
変
化
に
気
づ
き
、

相
談
機
関
に
つ
な
ぐ
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

特
に
一
人
暮
ら
し
を
さ
れ
て
い
る
高

齢
者
な
ど
は
、
民
生
委
員
な
ど
地
域
の

関
係
者
や
介
護
な
ど
で
自
宅
を
訪
れ
る

ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
関
係
者
が
連
携
を

と
っ
て
、「
見
慣
れ
な
い
人
物
が
出
入
り

し
て
い
る
」「
見
慣
れ
な
い
段
ボ
ー
ル
や

新
し
い
商
品
を
見
か
け
る
」「
お
金
に

困
っ
て
い
そ
う
」「
大
金
を
下
ろ
そ
う
と

し
て
い
る
」
と
い
っ
た
不
審
な
行
動
な
ど

が
あ
る
か
ど
う
か
、
見
守
り
を
行
い
、

声
を
か
け
て
相
談
に
の
る
な
ど
し
ま

し
ょ
う
。

 

（
政
府
広
報
オ
ン
ラ
イ
ン
よ
り
）

　

市
政
に
つ
い
て
、
市
長
が

直
接
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご

意
見
を
お
聴
き
す
る
「
ま
ち

づ
く
り
市
長
懇
談
会
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
日

程
・
テ
ー
マ
等
は
以
下
の
と

お
り
で
、
3
月
に
策
定
し
た

「
赤
穂
市
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
」
に
つ
い
て
も
説

明
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
不

要
で
、
各
団
体
に
所
属
し
て

い
な
い
人
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

赤
穂
市
は
恐
竜
時
代
の
カ
ル
デ
ラ
の
中

に
で
き
た
町
だ
っ
た
！

　

赤
穂
市
付
近
に
は
、
８
０
０
０
万
年
以

上
前
の
後
期
白
亜
紀
の
時
代
に
大
量
の
火

砕
流
を
噴
出
し
て
カ
ル
デ
ラ
を
つ
く
っ
た

火
山
が
あ
り
、
こ
の
火
山
が
削
ら
れ
て
な

く
な
り
火
山
の〝
底
〟が
出
て
き
た
と
こ
ろ

（
コ
ー
ル
ド
ロ
ン
）に
赤
穂
市
が
あ
る
こ
と

が
、
昨
年
の
８
月
に
国
立
研
究
開
発
法
人

産
業
技
術
総
合
研
究
所
の
地
質
調
査
で
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、「
赤
穂
コ
ー
ル
ド
ロ
ン
」

に
つ
い
て
、
そ
の
調
査
を
担
当
さ
れ
た
佐

藤
大
介
博
士
と
斎
藤
眞
博
士
に
よ
り
、
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⃝

日
時　

８
月
27
日
（
日
）

　

午
後
２
時
～
４
時

⃝

場
所　

関
西
福
祉
大
学
２
号
館
２
階

　

Ａ
１
０
０
大
講
義
室

⃝

入
場
料
・
聴
講
料　

無
料

⃝

事
前
申
込　

不
要

赤
穂
コ
ー
ル
ド
ロ
ン
に
つ
い
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

 

㉄
企
画
広
報
課　

☎
43
・
６
８
６
７

ま
ち
づ
く
り
市
長
懇
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

 

㉄
市
民
対
話
課　

☎
43
・
６
８
１
８

み
ん
な
で
防
ご
う
！
高
齢
者
詐
欺
！

問い合わせ・相談窓口

⃝犯罪に関すること
　赤穂警察署 ☎４３・０１１０

⃝消費トラブル等に関すること
　赤穂市消費生活センター
 ☎４３・７０６７

⃝高齢者の見守り等に関すること
　社会福祉課いきがい福祉係
 ☎４３・６８０９
　地域包括支援センター
 ☎４２・１２０１

●日程等 ※その他の団体は、現在日程調整中です。

団体名
日時 会場
テーマ

連 合 兵 庫 西
播 地 協 赤 穂
地区連絡会

7月14日㈮　18：00 ～ シルバー人材センター

・ 働き続けるための支援策（子育て、介護支援策）について
・ 働く若者の出会いの機会創出について

赤穂市
PTA 連合会

7月24日㈪　19：30 ～ 市役所204会議室

・ 生徒間の教育格差について　・部活動について
・ 学校施設の老朽化について

城西地区
まちづくり
連絡協議会

8月25日㈮　19：00 ～ 城西公民館

・ 公園等の有効活用について　・高齢者用遊具の整備に
ついて　・野良猫対策について

赤穂高等学校
8月28日㈪　15：00 ～ 赤高同窓会館

・赤穂市の未来について

有年地区
まちづくり
推進協議会

9月1日㈮　19：00 ～ 有年公民館

・ 有年地区の再開発について　・災害対策について
・少子高齢化について

御崎地区
まちづくり
推進協議会

9月2日㈯　19：30 ～ 御崎公民館

・あこう元禄しお回廊について

「高齢者詐欺・
トラブル予防
はみんなが主
役！」
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市③市③

黒崎町

塩屋
磯浜中継ポンプ場

居村橋
市⑥市⑥

元禄橋町

御崎

赤穂港

元沖町

物件番号　市③

黒崎町７番・10番

地目／宅地

地積／493.36㎡

最低売却価格 32,550,000円

物件番号　市⑥

元禄橋町69番１

地目／宅地

地積／1,237.83㎡

最低売却価格 66,220,000円

海
浜
公
園
↓

赤穂

高校北

わくわく

ランド北

←海浜

　大橋

尾 崎

第 ３

公 園

赤穂高等学校

市④市④

市⑤市⑤

海浜町

さつき町

物件番号　市④

海浜町８番２

地目／宅地

地積／261.47㎡

最低売却価格 14,790,000円

物件番号　市⑤

海浜町20番

地目／宅地

地積／250.44㎡

最低売却価格 15,270,000円

赤穂市有地を売却します
●問い合わせ先　契約管財課 管財担当　☎４３・６８６５

西
浜
工
業
団
地

城
西
小
↓

塩
屋
ポ
ン
プ
場

三樋町三樋町

板屋町板屋町

片浜町片浜町

六百目町六百目町

JR 赤穂線JR 赤穂線

←
天
和
駅

←
天
和
駅

市②市②

市①市①

平成町平成町

物件番号　市①

三樋町69番２

地目／宅地

地積／331.87㎡

最低売却価格 18,650,000円

物件番号　市②

片浜町118番１

地目／宅地

地積／292.17㎡

最低売却価格 16,010,000円

【赤穂市有地】

入　札　物　件

　赤穂市では、所有する土地を一般競争入札により売却します。
　購入を希望する人は、事前に「赤穂市有地売却一般競争入札実施要項」の内容と現地をご確
認いただき、入札にご参加ください。

参加申込の受付 

●期間　７月10日（月）～８月10日（木）まで（土日、祝日を除く。）
●時間　  午前８時30分～午後５時まで（正午～午後１時まで

を除く。）
●場所　赤穂市加里屋81番地　赤穂市役所３階
　　　　総務部 契約管財課 管財担当
　※事前の参加申込の無い人は、入札に参加できません。

入札の実施 

●日時　８月17日（木） 午前10時より
 （物件番号順に入札を行います。）
●場所　赤穂市加里屋81番地　赤穂市役所２階205会議室
　※入札時間は実施要項でご確認ください。
　※  最低売却価格以上で、かつ最高の価格で入札された人が

落札者となります。
●問い合わせ先　総務部 契約管財課 管財担当
 ☎４３・６８６５（直通）
●  申込方法や入札方法など、詳細は「実施要項」で必ずご確認

ください。
●  実施要項は、赤穂市役所（３階 総務部契約管財課管財担当）

で配布しています。また、市ＨＰ（http://www.city.ako.
lg.jp）でも閲覧できます。
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輝く白い歯！ よい歯の審査会

市内の各小学６年生、各中学３年生から男女一人ずつ

学校代表として参加した、よい歯の審査会が行われま

した。小学６年男子は有年小の上山
け

健
ん

史
し ろ

郎
う

さん（写

真：右下）、同女子には尾崎小の北
し

真
ず

珠
く

さん（同：左

下）、中学３年男子は赤穂東中の勝間
た

拓
く

帆
ほ

さん（同：

右上）、同女子は有年中の小林
み

澪
お

さん（同：左上）が

それぞれ最優秀者に選ばれました。

（６/８　市民会館）

災害時の連携を確認

　 　赤穂消防本部・陸上自衛隊CSR訓練実施

通常の救助活動では対応困難な、倒壊した構造物等に閉じ込め

られた負傷者に対する、高度な捜索・救助活動（CSR）について、

赤穂市消防本部隊員が陸上自衛隊員に指導しました。大規模災

害発生時には協力、連携し災害対応にあたります。訓練を通じ

た交流でお互いの関係を知り、迅速な情報共有を行える体制づ

くりの構築も目的として実施されました。（６/22　消防本部）

祝創立４0周年

　　赤穂西小

赤穂西小の創立40周年を記念して、西小児童のほか、赤穂西幼

稚園の園児、保護者や地域の皆さん約200名で校章をかたどった

人文字を運動場に描き、上空から飛行機で記念写真を撮影しま

した。出来あがった写真は、今後、過去に撮影した写真と並べ

て校内に掲示する予定です。（６/16　赤穂西小)

寄付金ありがとうございます。

　　タテホ化学工業株式会社

赤穂ふるさとづくり寄付金として、タテホ

化学工業株式会社から寄付をいただき、明

石市長から北野代表取締役社長（写真：左）

に感謝状が手渡されました。

（６/９　市長室）

の記事は、赤穂市公式Facebookページ『赤穂市広報』にて公開しています。

の記事は、マーク上部のQRコードを読み込むと、赤穂市公式YouTubeチャンネル『Channel AKO』にて動画がご覧いただけます。
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1 2 3

21 3

多くの小学校等で田植え体験を実施しました。高雄小学校では外国語指導助手（ALT）のレモン先生も参加。初めての田植え体験に「楽しい。」

と児童に交じって汗をかき、日本の文化を体験しました。

1 坂越小（６/３　田端地区）　2 原小・幼稚園（６/14　有年原）　3 高雄小（６/20　高雄）

やっぱドロでしょ 青年会議所どろんこ運動会

青年会議所主催のどろんこ運動会が行われ

ました。市内の小学１～３年生が参加し、

思う存分泥だらけになり、お父さんやお母

さんも一緒に汚れるのを気にせず、楽しみ

ました。（６/25　田端地区）

浮いてまて！ 着衣泳体験

塩屋小学校の６年生が、着衣泳体験をしました。

服を着たまま水の中に入るとどうなるか。いざという時のために

体験し、「浮いて、待つ」ことを練習しました。（６/22　塩屋小）

体験して、感じ取ろう！ ハンディキャップ研修

市内の各小学校でハンディキャップ研修が実施されています。子どもたちは自ら体験し、学び、障がいのある人への理解を深めています。

1 手話体験学習（６/21　城西小）　2 点字学習（６/６　赤穂西小）　3 尾崎小の車いす体験（６/27　尾崎地区）

田
植
え
体
験

フォトニュース

がついている写真は、写真が動き出す「AR（拡張現実）」を導入しています。動画を見るには無料アプリ「Aurasma」

が必要です。導入方法などについては市ホームページをご覧ください。(アドレス) http://www.city.ako.lg.jp/ar.html
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　高額介護（介護予防）サービス費

（「高額介護サービス費」）は、同じ月

に利用したサービスの自己負担の合

計額（世帯内に複数の利用者がいる

場合は世帯合計額）が上限額を超え

たとき、申請により超えた分が「高

額介護サービス費」として後から給

付される制度です。

　高額介護サービス費の給付対象と

なる人には、市からお知らせを送付

しますので、同封されている「高額

介護（介護予防）サービス費支給申請

書」へ必要事項を記入し、医療介護

課へ提出してください。

　ただし、福祉用具購入費、住宅改

修費、施設サービス・ショートステ

イの居住費・食費・日常生活費など

は高額介護サービス費の対象となり

ません。

介護保険相談室

高額介護（介護予防）サービス費について
高齢者を見守る支えるネットワーク

医療介護課 介護保険係　☎ 43・6947

木下老人クラブ「永楽会」の近況

　私は、満70歳を契機に、このクラブに入会して
から２年が経過しました。
　尾崎木下老人クラブ「永楽会」は、現在約50人
が入会し、ここ数年は少人数ではありますが、新
規加入が続いており会員数は現状維持となってい
ます。
　当クラブの行事は、春には「桜の花見会」、夏に
は「地蔵盆追悼会」、秋には「月見会」、冬には「物故
者追悼会・報恩講法要」があります。
　また、当クラブの特長は、年間を通じ「昔懐かし
い紙芝居」、「大正琴の演奏」など、会員自らの手作
りでの催しがあり、「輪投げ大会」など全員で楽しむ
行事もあります。特別なイベントがないときは「タ
オル体操」をしたり「童謡・唱歌」を歌います。そし
て楽しい昼食の後は、カラオケに興じる人、囲碁・
将棋を楽しむ人、それぞれの時間を有効に楽しく

過ごします。また、地区の自治会と連携しての「学
童帰宅パトロール」「三世代イベント」などにも参加
しています。
　赤穂市の老人クラブ連合会では、各地区の活動
内容は多種多様と思います。そこで、他地区の情
報を広く得て、新たな活動メニューを増やしてい
ければ、より楽しいクラブになるかと愚考してい
ます。 尾崎地区　久保五十男

市老連だより いきいき赤穂 №28 尾崎地区老人クラブ

●平成29年８月から月額の負担上限額が変わります

対象者
月額の負担上限額

平成29年7月まで 平成29年8月から

世帯に現役並み所得者（課税
所得145万円以上の65歳以
上の人がおり、収入が単身
383万円以上、2人以上520
万円以上）がいる人

世帯　44,400円 世帯　44,400円

世帯のどなたかが市民税を課
税されている人

世帯　37,200円

世帯　44,400円
※ 同 じ 世 帯 の 全 て の

65歳以上の人（サー
ビスを利用していな
い人を含む。）の利用
者 負 担 割 合 が １ 割
の世帯に年間上限額

（446,400円）を設定

世帯全員が市民税非課税の人 世帯　24,600円 世帯　24,600円

前年の合計所得金額と公
的年金収入額の合計が年
間80万円以下の人等

世帯　24,600円
個人　15,000円

世帯　24,600円
個人　15,000円

生活保護の受給者等 個人　15,000円 個人　15,000円

14No.787  2017年7月



国民年金掲示板

未納と免除では大違い！ 免除制度をご利用ください

 市民課 年金担当　☎ 43・6820

　国民年金保険料は、所得に関係なく一律で月１万

6,490円です。

　保険料の未納が続くと、交通事故等で障がいのある

状態になったときに障害年金を受け取ることができま

せん。

　「保険料を払えない」「保険料を少しでも安く」そんな

ときは、免除制度をご利用ください。本人、配偶者、

世帯主それぞれの前年所得が一定額以下の場合には、

申請によって免除を受けることができます。（下表）

　なお、一部免除の場合は、承認後の一部納付保険料

を納めなければ、未納期間と算定されますので、必ず

納めるようにしてください。

■承認後に納付が必要となる保険料（月額）

保険料 (H29年度月額） 本人、配偶者、世帯主の前
年所得基準通 常 1万6490円

全 額 免 除 0円
( 扶養親族等＋1）

×35万円＋22万円

3/4免 除 4120円 78万円＋ A

半 額 免 除 8250円 118万円＋ A

1/4免 除 1万2370円 158万円＋ A

※ A= 扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等

納付猶予制度

　50歳未満の人で、本人と配偶者の所得が全額免除

基準以下（下表）の場合には、保険料の納付猶予が認め

られます。（世帯主の所得は問いません。）

　この制度で納付猶予された保険料は、10年以内に追

納しないと年金額に反映されませんので、お早めに追

納することをおすすめします。（承認を受けた期間の翌年

度から３年度目以降に追納する場合には加算額がつきます。）

学生の場合は保険料納付特例制度を利用ください。

●結果の確認をお忘れなく

　申請後、結果が通知されるまで、１～２ヵ月かかり

ますが、結果について必ず確認してください。

■  日本年金機構より「黄色」の封筒が届いた人は、手続

きを済まされましたか？

　４月号でお知らせしたように、資格期間が10年以

上あれば年金が受けとれるようになり、日本年金機構

より対象者へ、年金請求書を順次送付しています。年

金請求書は「黄色」の封筒で送られています。黄色の封

筒が届いたら、姫路年金事務所に予約の電話を入れ手

続きをしてください。

㉄姫路年金事務所 ☎０５７０・０５・１１６５

 ０７９・２２４・６３６２

国保医療だより

一部負担金の限度額適用認定証・入院時食事療養費の減額認定証を８月１日に更新します

 医療介護課 国保医療係　☎ 43・6813

～医療費が高額になりそうな人は申請を～

　次の認定証は毎年８月１日に更新します。現在お持ち

の認定証の有効期限は７月31日ですので、医療費が高

額になると見込まれ、引き続き認定が必要な人は改め

て申請してください。

①国民健康保険限度額適用・標準負担額減額認定証

◆対象者

　  　国保に加入している世帯の世帯主（※擬制世帯主を

含む）及びその世帯の加入者全員が住民税非課税の人

　※擬制世帯主…国保の被保険者でない世帯主

②国民健康保険限度額適用認定証

◆対象者

　　国保に加入している70歳未満の人

●申請に必要なもの

▽保険証、高齢受給者はその受給者証、印鑑

▽   世帯主と手続きをする対象の人のマイナンバー（個

人番号）が分かるもの

▽   窓口に来られる人の本人確認書類（同一世帯の人が窓

口に来られないときは、委任状もしくは世帯主の保

険証等（原本）が必要です。）

▽既に認定を受けている人は限度額適用認定証

▽   対象となる人で、平成29年１月２日以降に赤穂市に

転入された人のみ住民税（所得・課税）証明書

●受付　７月20日（木）～

　認定証は、保険税に未納がある場合、交付できない
ことがあります。
　また、世帯の中で国保に加入している人（擬制世帯
主を含む）のうち、所得が不明な人がいる場合、認定
証の所得区分が正確に判定されず、医療機関等での自
己負担額が本来よりも高くなる場合がありますので、
所得の申告を行ってください。
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お知らせします
　情報公開条例・個人情報保護条例の運用状況
　市長・議長の交際費執行状況
　住民基本台帳の閲覧状況

平成28年度
市長・議長の交際費
執行状況

 （平成28年４月１日～平成29年３月31日）

区　　分
市　　長 市議会議長

内　　　　　　　容
件数 金額 件数 金額

弔
慰

香料 ･ 供花 ･ 樒 31 379,600 3 40,900 葬儀における香料、供花等

御 供 2 13,240 0 0 慰霊祭等におけるお供え

報
償
賛
助
費

御 祝 等 31 292,906 14 142,400 各種行事、式典、慶事等におけるお祝、祝酒等

御 見 舞 0 0 0 0 病気、災害、火災等への見舞い

記 念 品 等 30 255,230 22 88,974 来客等に対するお土産等

会費（出席者負担金） 36 195,700 29 144,700 各種団体等が行う懇親等を目的とする会合への出席費用

雑 費 11 73,852 10 41,608 上記のいずれの区分にも属さないもの

合　　計 141 1,210,528 78 458,582

※  詳細については、次の窓口や市ホームページ (http://www.city.ako.lg.jp) においてご覧になれます。
　・市長交際費　企画広報課　　　　 　☎４３・６８７０

　・市議会議長交際費　議会事務局　 　☎４３・６８７６

平成28年度
住民基本台帳の
閲覧状況

 （平成28年４月１日～平成29年３月31日）

区　　　　分 件　数 閲覧人数

国・地方公共団体の機関からの請求 ４ 1,292

法人からの申出 ５ 86

合　　　　計 ９ 1,378

※ 詳細については、市民課の窓口や市ホームページ（http://www.city.ako.
lg.jp）においてご覧になれます。

　　　 市民課　☎４３・６８１９

平成28年度
情報公開条例の
運用状況

公文書の開示及び不服申立ての状況 （平成28年４月１日～平成29年３月31日）

公文書の開示 不服申立て

請求
件数

処理状況 申立
件数

処理状況

開示 部分開示 非開示 裁量的開示 却下 棄却 認容 一部認容

計 48 29 17 2 － － － － － －

 行政課　☎４３・６８５０

平成28年度
個人情報保護条例の
運用状況

保有個人情報の開示及び不服申立ての状況 （平成28年４月１日～平成29年３月31日）

保有個人情報の開示 不服申立て

請求
件数

処理状況 申立
件数

処理状況

開示 部分開示 不開示 裁量的開示 却下 棄却 認容 一部認容

計 18 15 1 2 － － － － － －

※保有個人情報の訂正及び利用停止について、請求はありませんでした。

 行政課　☎４３・６８５０
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㉄環境課　☎４３・６８２１みんなで考えよう!! 「産廃」のこと
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不
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を
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づ
く
知
恵
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。
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が
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れ
い
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﹁
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林
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へ
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せ
い
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あ
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学
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︙
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▪真夏の上映会
日時：一般向け＝７月15日（土）～ 17日（月･祝）

８月５日（土）・６日（日）
 児童向け＝７月21日（金）～ 23日（日）

８月12日（土）・13日（日）
 ※いずれも午後２時～
場所：２階視聴覚室

▪図書館ギャラリー朗読会
日時：８月13日（日） 午前11時～正午
場所：１階ギャラリー
内容：「図書館朗読グループ」による朗読
   小説・民話・童話・絵本等大人も子ど

もも楽しめます。
▪夏の朗読会―終戦の日に合わせて戦争の話を語る―

日時：８月16日（水） 午後２時～３時
場所：２階視聴覚室
内容：「ウミガメと少年」野坂昭如作他
 フリーアナウンサー水野かおり他
 音楽：三島正嗣、仲村真理
※詳しくは図書館までお問い合せください。
●問い合わせ先　図書館 ☎４３・０２７５
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～産業廃棄物の種類⑤紙くず～

今回は産業廃棄物のうち、「紙くず」についてご紹介します。

・紙くず　
　産業廃棄物の紙くずとなるものは次の特定の業種から生じた廃棄物だけとなります。
　①建設業（工作物の新築、改築、除去に伴って生じたものに限る。）
　②パルプ、紙又は紙加工品製造業、新聞業（新聞巻取紙を使用して印刷発行を行うものに限る。）
　③出版業（印刷出版を行うものに限る。）
　④製本業および印刷物加工業
　⑤ＰＣＢが塗布され、又は染み込んだもの（業種の限定なし）
上記以外の紙くずは一般廃棄物となります。

 （出典：新日本法規出版㈱「わかりやすい廃棄物処理法の手引」）

VOL.25

図書館～ ～Library
ら い ぶ ら り

Library
ら い ぶ ら り

Library
http://www.ako-city-lib.com

図書館からのお知らせ
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ア
フ
タ
ー
ス
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ー
ル
で
働
い

て
い
た
だ
け
る
学
生
の
ア
ル
バ

イ
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

⃝
  

勤
務
場
所　

市
内
の
各
ア
フ

タ
ー
ス
ク
ー
ル

⃝
  

勤
務
時
間　

　

  

▽
平
日
＝
午
後
２
時
30
分
～

６
時 

▽
土
・
夏
休
み
＝
午

前
８
時
～
午
後
６
時

※  

時
間
内
で
相
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に
応
じ
ま

す
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夏
休
み
期
間
だ
け
の
勤

務
も
可
）

⃝
  

時
給　

８
６
０
円

⃝
  

応
募
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格

　

  

大
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４
年
制
）（
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フ

タ
ー
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務
期
間
中

は
他
の
ア
ル
バ
イ
ト
と
の
兼

業
は
で
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ま
せ
ん
。）

⃝
  

選
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方
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書
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考
・
面
接

⃝
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）
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海
水
浴
場
と
し
て
丸
山
県
民

サ
ン
ビ
ー
チ
、
福
浦
海
水
浴
場
、

唐
船
サ
ン
ビ
ー
チ
の
３
施
設
を

開
設
し
ま
す
。

※  

唐
船
サ
ン
ビ
ー
チ
に
つ
い
て

は
、
一
部
立
入
制
限
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝
  

開
設
期
間　

７
月
17
日(

月)

～
８
月
15
日(

火)
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核
平
和
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
戦
争
で
犠
牲
と
な
っ

た
人
々
の
ご
冥
福
と
平
和
へ
の

願
い
を
折
り
鶴
に
込
め
て
、
広

島
平
和
記
念
公
園
へ
贈
り
ま

す
。
会
場
内
に
折
り
鶴
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

⃝
  

日
時　

　

８
月
３
日（
木
）～
６
日（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

⃝
  

場
所　

　

図
書
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

⃝
  

内
容　

・  

サ
ダ
コ
と
折
り
鶴
ポ
ス
タ
ー

の
展
示

・  

市
民
が
描
い
た
原
爆
の
絵
の

展
示

・
戦
争
に
ま
つ
わ
る
実
物
資
料

・
折
り
鶴
コ
ー
ナ
ー

・  
映
像
上
映
コ
ー
ナ
ー
「
太
陽

を
な
く
し
た
日
」「
火
垂
る
の

墓
」ほ
か

㉄‌‌

行
政
課 
☎
43
・
６
８
５
０

　

英
会
話
の
基
礎
を
学
ぶ
講
座

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

⃝
  

講
師　

松
井
清 

先
生（
Ｕ
Ｃ

Ｓ
Ａ
英
語
英
会
話
数
学
代
表
）

⃝
  

日
程　

全
10
回（
９
月
～
12

月
）土
曜
日 

午
後
２
時
30
分

～
４
時

⃝
  

会
場　

中
央
公
民
館

⃝
  

対
象　

16
歳
以
上
の
市
内
在

住
、
在
勤
、
在
学
の
人

⃝
  

定
員　

20
名（
先
着
順
）

⃝
  

申
込　

８
月
17
日（
木
）

　

午
前
９
時
よ
り
受
付
開
始

※  

受
講
料
１
︐
５
０
０
円
を
添

え
て
中
央
公
民
館
へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

㉄‌‌

中
央
公
民
館

 

☎
43
・
７
４
５
０

　

西
播
磨
県
民
局
で
は
、
西
播

磨
地
域
の
個
性
あ
る
加
工
食
品

を
応
援
す
る
た
め
の
コ
ン
テ
ス

ト「
西
播
磨
フ
ー
ド
セ
レ
ク
シ
ョ

ン
２
０
１
７
」を
開
催
し
、
参
加

食
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

⃝
  

応
募
期
間　

８
月
31
日（
木
）

ま
で

※  

応
募
条
件
・
方
法
な
ど
詳
し

く
は
、
西
播
磨
県
民
局
Ｈ
Ｐ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　 
 h

t
t
p

:/
/

w
e

b
.p

r
e

f.

h
y
o

g
o

.lg
.jp

/
w

h
k
0

8
/

fo
o
d
-se

le
ctio

n
.h

tm
l

㉄‌‌

西
播
磨
県
民
局
農
政
振
興
第

１
課

 

☎
58
・
２
１
９
４

募集

ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル

学
生
ア
ル
バ
イ
ト

お知らせ

海
水
浴
場
開
設
情
報

お知らせ

国
民
生
活
基
礎
調
査

催し

非
核
平
和
展

募集

中
央
公
民
館
講
座

﹁
英
会
話
講
座
﹂

お知らせ

西
播
磨
フ
ー
ド
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
２
０
１
７

情報コーナー情報コーナー
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農
業
法
人
の
紹
介
や
、
新
規

就
農
者
の
体
験
発
表
の
ほ
か
、

ひ
ょ
う
ご
就
農
支
援
セ
ン
タ
ー

の
相
談
員
に
よ
る
農
業
を
始
め

る
に
当
た
っ
て
の
心
構
え
の
お

話
や
、
県
や
市
町
、
県
内
の
農

業
法
人
等
に
よ
る
個
別
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

兵
庫
県
内
で
新
し
く
農
業
を

始
め
た
い
人
、
農
業
法
人
等
で

働
き
た
い
人
、
ぜ
ひ
、
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

⃝
  

開
催
日
時　

８
月
６
日（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

⃝
  

場
所　

神
戸
国
際
会
館
9
階

⃝
  

参
加
料　

無
料

⃝
  

申
込
方
法　

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子

メ
ー
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（「
ｅ

－

ひ
ょ
う
ご　

就
農
セ

ミ
ナ
ー
」で
検
索
）で
申
し
込

め
ま
す
。
８
月
４
日（
金
）（
必

着
）ま
で
。

⃝
  

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
農
政
環
境
部
農
業
経
営
課

 

☎
０
７
８
・
３
６
２
・
９
１
９
４

 

FAX
０
７
８
・
３
６
２
・
９
３
９
４

　

E

メ
ー
ル

　 
 n

o
u

g
y
o

u
k
e

ie
i@

p
re

f.

h
yo

g
o
.lg

.jp

　

兵
庫
県
・
兵
庫
県
人
権
啓
発

協
会
で
は
、
人
権
の
大
切
さ
や

思
い
や
り
、
支
え
合
う
こ
と
の

す
ば
ら
し
さ
な
ど
、
人
権
文
化

の
創
造
や
人
権
課
題
の
解
決
に

関
す
る
内
容
が
描
か
れ
た
文
芸

作
品︹
小
説
、
随
想（
手
記
・
作

文
）、
詩
・
創
作
童
話
︺を
募
集

し
て
い
ま
す
。

⃝
  

応
募
資
格　

▽
県
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
人 

▽
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
を
含
む
未
発

表
・
未
投
稿
の
自
作
作
品
に

限
る
。
字
数
制
限
あ
り
。

⃝
  

応
募
締
切　

９
月
11
日（
月
）

当
日
消
印
有
効（
応
募
は
郵

送
に
限
る
）

⃝
  

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　

  （
公
財
）
兵
庫
県
人
権
啓
発
協
会

 

☎
０
７
８
・
２
４
２
・
５
３
５
５

　 
 E

メ
ー
ル　

in
fo

@
h
yo

g
o
-

jin
k
e
n
.o

r.jp

　

司
法
書
士
に
よ
る「
あ
き
ら

め
な
い
で 

全
国
一
斉 

養
育
費

相
談
会
～
子
ど
も
の
か
け
が
え

の
な
い
今
と
、
未
来
の
た
め
に

～
」

　

兵
庫
県
青
年
司
法
書
士
会
と

全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
で

は
、
養
育
費
に
関
す
る
電
話
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

⃝
  

日
時　

９
月
２
日（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

⃝
  

電
話
番
号　

　

☎
０
１
２
０
・
５
６
７
・
３
０
１

 

︵
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
︶

⃝
  

そ
の
他　

相
談
料
は
無
料
で

す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

㉄‌‌

兵
庫
県
青
年
司
法
書
士
会

　

担
当
：
森
ま
で

 

☎
０
６
・
６
４
１
５
・
７
７
１
１

⃝
  

会
員
募
集　

市
内
在
住
の
男

性
60
歳
、
女
性
58
歳
以
上
の

人
、
一
緒
に
働
き
ま
せ
ん
か
。

自
宅
の
庭
木
を
剪
定
し
て
い

る
人
、
田
畑
の
草
刈
や
庭
の

草
抜
き
を
し
て
い
る
人
、
腕

を
振
る
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

臨
時
的
・
単
発
的
な
仕
事
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、
色
々

な
仕
事
が
あ
り
ま
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
は
各
種
内
容
や

活
動
を
紹
介
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

シ
ル
バ
ー
で
生
き
が
い
を
見
つ

け
て
み
ま
せ
ん
か
！

　

是
非
、
入
会
説
明
会
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

⃝
  

８
月
の
入
会
説
明
会

・
日
時　

８
月
10
日（
木
）

　

午
後
1
時
30
分
～

・
場
所　

セ
ン
タ
ー
事
務
所

⃝
  

お
仕
事
承
り
ま
す

　

  

▽
簡
易
な
大
工
仕
事 

▽
家

事
手
伝
い 

▽
不
用
品
の
処

分 

▽
人
材
派
遣
等

　

そ
の
他
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

㉄‌‌（
公
社
）赤
穂
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー

 

☎
43
・
７
２
０
０

 
h
ttp

://w
w

w
.a

k
o
-sjc.jp

　

功
労
者
表
彰
や
記
念
講
演
を

盛
り
込
ん
だ
記
念
式
典
を
開
催

し
ま
す
。

⃝
  

日
時　

8
月
5
日（
土
）

　

午
後
3
時
～
5
時

⃝
  

場
所

　

  

赤
穂
海
浜
公
園
管
理
事
務
所

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

㉄‌‌

西
播
磨
県
民
局

　

光
都
土
木
事
務
所
港
湾
課

 

☎
58
・
２
２
４
９

セミナー

就
農
希
望
者
向
け

セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
会

募集

人
権
問
題
文
芸
作
品

﹁
の
じ
ぎ
く
文
芸
賞
﹂

お知らせ

養
育
費
相
談
会

お知らせ

赤
穂
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

催し

県
立
赤
穂
海
浜
公
園

開
園
30
周
年
記
念
式
典

InformationInformation

鍵かけ防犯マスコット

「キー坊」
赤穂警察署

自転車にカギを

かけましょう！
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﹁
女
と
男
の
お
も
し
ろ
心
理
学

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹂

　

ス
テ
キ
な
出
逢
い
を
求
め

て
、
自
分
磨
き
を
し
ま
せ
ん
か
。

楽
し
み
な
か
ら
学
べ
る
心
理
学

講
座
で
す
。
独
身
男
女
の
婚
活

を
応
援
し
ま
す
。

⃝
  

内
容

・  

第
１
回　

▽
日
時
＝ 

7
月

29
日（
土
） 

午
前
9
時
30
分

～
11
時
30
分 

▽﹃
ベ
ス
ト

パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
出
逢
い

が
必
ず
や
っ
て
く
る
た
め

に
！
﹄（
※
女
性
向
け
） 

▽
申

込
締
切
＝
7
月
28
日(

金)

・  

第
2
回　

▽
日
時
＝
８
月
12

日（
土
） 

午
前
9
時
30
分
～

11
時
30
分 

▽﹃
新
し
い
出
逢

い
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な
い

た
め
に
！
﹄（
※
男
性
向
け
）

　

  

▽
申
込
締
切
＝
8
月
4
日

（
金
）

・  

第
3
回　

▽
日
時
＝
９
月
２

日（
土
） 

午
前
9
時
30
分
～

11
時
30
分 

▽﹃
運
命
の
人
に

出
逢
う
た
め
に
﹄
※
男
女
合

同 
▽
申
込
締
切
＝
8
月
25

日（
金
）

※  「
1
回
だ
け
」で
も
参
加
可
能

で
す
が
、「
連
続
参
加
」
が
お

す
す
め
で
す
。

⃝
  

講
師　

株
式
会
社I.B

.P

総

合
研
究
所 

代
表
取
締
役 

所

長　

本
城
稔 

氏

⃝
  

対
象　

市
内
に
在
住
、
在
勤
、

在
学
で
結
婚
を
希
望
す
る
独

身
男
女（
年
齢
45
歳
未
満
の
人
）

⃝
  

定
員　

各
回
30
名（
申
込
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

⃝
  

参
加
料　

無
料

⃝
  

会
場　

市
民
会
館
大
会
議
室

⃝
  

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　

  

赤
穂
市
女
性
団
体
懇
話
会

（
事
務
局 

市
民
対
話
課
）

 

☎
43
・
６
８
１
８

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
43
・
６
８
１
０

　
　

Ｅ
メ
ー
ル

　
　

ta
iw

a
@

city.a
k
o
.lg

.jp

　

お
茶
席
の
マ
ナ
ー
を
学
び
な

が
ら
、
抹
茶
の
会
で
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

⃝
  

日
程　

全
４
回
コ
ー
ス 

▽

８
月
23
日（
水
） 

▽
８
月
30

日（
水
） 

▽
９
月
６
日（
水
）

　

▽
９
月
20
日（
水
）

⃝
  

時
間　

午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

⃝
  

場
所　

市
民
会
館
２
階
教
養

室

⃝
  

講
師　

圓
光
宗
好
先
生

 

（
裏
千
家
）

⃝
  

参
加
料　

１
︐８
０
０
円

 

（
お
菓
子
・
抹
茶
代
を
含
む
）

⃝
  

申
込
受
付　

７
月
18
日（
火
）

～
先
着
順（
20
名
）

⃝
  

持
ち
物　

帛
紗
・
古
帛
紗
・

懐
紙
・
菓
子
切
・
扇
子
を
持

参（
貸
出
し
あ
り
）

⃝
  

服
装　

自
由

⃝
  

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

市
民
会
館 

☎
43
・
７
４
５
０

催し

赤
穂
市
男
女
共
同
参
画

市
民
講
座

募集

抹
茶
を
楽
し
む
会

︵
お
茶
席
の
マ
ナ
ー
講
座
︶

情報コーナー情報コーナー

赤穂市民病院正規職員・正規職員（中途）募集

●正規職員（採用予定：平成30年４月１日）

職　　種 採用予定人員 応　募　資　格

看 護 師
助 産 師

25名
程度

看護師又は助産師資格を有する人、又は
取得見込の人

薬 剤 師 若干名 昭和57年４月２日以降に生まれた人で薬
剤師免許を有する人又は取得見込の人

臨床検査技師 １名 昭和57年４月２日以降に生まれた人で臨床
検査技師免許を有する人又は取得見込の人

診療放射線技師 １名 昭和57年４月２日以降に生まれた人で診療
放射線技師免許を有する人又は取得見込の人

理学療法士 １名 昭和57年４月２日以降に生まれた人で理
学療法士免許を有する人又は取得見込の人

●正規職員（中途）（採用予定：採用試験日の翌月１日）

職　　種 採用予定人員 応　募　資　格

薬 剤 師 ２名 薬剤師免許を有する人

●試験内容

　 ▽看護師・助産師＝筆記（小論文）および面接
　 ▽   薬剤師・臨床検査技師・診療放射線技師・理学療法士＝

筆記（専門科目、小論文）および面接
●試験日および受付期間

試　験　日 受　付　期　間

第１回 平成29年 ８月５日㈯ 7月３日㈪ ～ 7月27日㈭

第２回 10月７日㈯ 9月４日㈪ ～ 9月28日㈭

第３回 12月２日㈯ 11月６日㈪ ～ 11月24日㈮

第４回 平成30年 ２月３日㈯ 1月４日㈭ ～ 1月25日㈭

※  ご都合の良い日を選んでご応募ください。ただし、第２回以降募

集定員に達したときは採用試験を行わない場合があります。郵送

でも受け付けますが、期間内に配達されていることを要します。

●試験会場　市民病院３階講義室
●  申込方法　当院指定の履歴書に必要事項を記入のうえ、市

民病院総務課まで持参または郵送で応募してください。
●  受付時間　午前８時20分～午後５時まで（土日・祝日を除く）
㉄赤穂市民病院 総務課　☎４３・６４１４
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赤
穂
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

に
向
け
て
、
走
り
方
教
室
の
ほ

か
、
栄
養
面
や
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ニ
ン
グ
を
学
ぶ「
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
完
走
ラ
ン
ニ
ン
グ
塾
」
を

開
催
し
ま
す
。

⃝
  

日
程　

９
月
～
10
月（
計
５

回
予
定
）

①  

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
ク
リ
ニ
ッ
ク（
９

月
７
日
）

②  

ボ
デ
ィ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン

グ（
栄
養
学
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

フ
ォ
ー
ム
）（
９
月
14
日
）

③  

ナ
イ
ト
ラ
ン
＆
ラ
ン
ニ
ン
グ

ク
リ
ニ
ッ
ク（
９
月
22
日
）

④  

ボ
デ
ィ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン

グ（
大
会
に
向
け
た
調
整
法
）

（
10
月
４
日
）

⑤  

体
育
の
日
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト（
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
リ
ニ
ッ

ク
）（
10
月
9
日
）

⃝
  

講
師

①  
小
林
祐
梨
子
氏（
北
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
）

②  

㈱
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｃ
ス
タ
ッ
フ（
ラ
ン

ニ
ン
グ
専
門
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
）

⃝
  

対
象
者　

赤
穂
シ
テ
ィ
マ
ラ

ソ
ン
大
会
申
込
者（
ハ
ー
フ

の
部
）

⃝
  

定
員　

30
名（
④
ナ
イ
ト
ラ
ン

と
⑤
体
育
の
日
に
つ
い
て
は

定
員
１
０
０
名
：
別
途
募
集
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

⃝
  

応
募　

８
月
４
日（
金
）ま
で

に
申
込
用
紙（
赤
穂
シ
テ
ィ

マ
ラ
ソ
ン
大
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
）を
記
載
の
上
、

メ
ー
ル
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

て
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
ま
で
。

⃝
  

参
加
料　

無
料

　

5
回
す
べ
て
の
回
に
参
加
し

た
人
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

㉄‌‌

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

 

☎
43
・
６
８
６
９

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
43
・
６
８
９
５

　

 

Ｅ
メ
ー
ル

 
sp

o
rts@

c
ity.a

k
o

.lg
.jp

催し

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
完
走

ラ
ン
ニ
ン
グ
塾
開
催

赤穂市文化会館

チケット予約専用　☎４３・５１４４　ぃ４３・５９５０
ホームページアドレス　http://www.ako-harmony.jp/

Facebookウェブアドレス
https://www.facebook.com/akoharmony
自主事業のお知らせはFacebookで配信中！！
主催（公財）赤穂市文化とみどり財団

HARMONY INFORMATION

☎４３・５１１１

ハーモニーインフォメーション

赤穂市文化会館をご利用の際は、当館駐車場への駐車をお願いいたします。特に、

フレスポ赤穂の駐車場には絶対に駐車しないようにしてください。当館の駐車場

は台数に限りがありますので、公共交通機関をご利用の上お越しください。

近隣の商業施設への駐車はおやめください

指　揮：黒田洋　

曲　目：プロコフィエフ「ピーターと狼」、チャイコフスキー

　　　　大序曲「1812年」ほか

入場料：一般500円（友の会400円）、高校生以下無料（要整理券）

姫路交響楽団ファミリーコンサート2017in赤穂

７月23日(日)　14：00開演　大ホール　全席自由

入場料：一般Ｓ席4,000円 A席3,000円、高校生以下Ｓ席3,000円　

　　　　A席2,000円 ※友の会1割引 

　　　　※3歳以上有料。（3歳未満の着席鑑賞は有料）

劇団四季ファミリーミュージカル　嵐の中の子どもたち

８月６日(日)　16：30開演　大ホール　全席指定

出　演：佐渡裕（指揮）、兵庫芸術文化センター管弦楽団（PAC）、スペ

シャル・ゲスト・プレイヤー：水島愛子（Vn）ほか

曲　目：ドヴォルザーク 交響曲第9番「新世界より」、チャイコフスキー 

「弦楽セレナーデ」ほか

入場料：一般3,500円、友の会3,000円、高校生以下1,000円（友の会割引

無し）※未就学児の入場はご遠慮ください。

PACシーズン・オープニング・フェスティバル2017 in赤穂

９月９日(土)　14：00開演　大ホール　全席指定

出　演：橋之助 改め 八代目中村芝翫、国生 改め 四代目中村橋之助　ほか

演　目：「猩々」、「襲名披露 口上」、一谷嫩軍記「熊谷陣屋」

入場料：一等席6,000円、二等席5,000円、高校生以下1,000円（二等席限

定）※友の会2割引　※未就学児の入場はご遠慮ください。

松竹大歌舞伎
　中村橋之助 改め 八代目中村芝翫襲名披露

９月21日(木)　13：30開演　大ホール　全席指定

好評発売中

好評発売中

好評発売中

好評発売中

InformationInformation
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ものものものものものものものものものものものものものものものものものものものものものづくり づくり づくり づくり づくり づくり づくり づくり づくり づくり づくり づくり づくり づくり づくり づくりくり ひとひとひとひとひとひとひとひとひとひとひとひとひとひとひとひと
事業所紹介　6

　

当
社
は
１
９
７
２
年
の
創
業
以
来
、
鉄

道
車
輛
、
マ
テ
リ
ア
ル
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
機

器
、
船
舶
用
エ
ン
ジ
ン
な
ど
の
製
缶
板
金

部
品
を
製
造
し
て
き
ま
し
た
。
お
客
様
よ

り「
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
板
金
溶
接
加
工
」と

い
う
分
野
に
お
い
て
高
い
技
術
力
と
、
大

ロ
ッ
ト
生
産
性
に
評
価
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

︻
事
業
所
概
要
︼

●
本
社
所
在
地

　

  

赤
穂
市
東
有
年
９
５
２

－

５

●
事
業
内
容

　

  

新
幹
線
・
通
勤
電
車
等
の
鉄
道
車
輛
部

品
の
設
計
・
製
造
︑
物
流
業
界
マ
テ
ハ

ン
機
器
部
品
の
製
造
︑
船
舶
エ
ン
ジ
ン

用
部
品
の
製
造
︑
ア
ル
ミ
・
鉄
・
ス
テ

ン
レ
ス
の
製
缶
板
金
製
品
の
製
造

●
生
産
拠
点

　

赤
穂
市

●
従
業
員
数　

74
名

■ 

沿
　
革

株式会社アコオ機工

　

私
た
ち
は
、
か
か
わ
る
全
て
の
人
の
笑

顔
を
目
指
し
ま
す
。
私
た
ち
は
、
人
生

で
最
も
長
い
時
間
を「
仕
事
」に
費
や
し
ま

す
。
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
に
も
、
仕

事
や
仕
事
に
か
か
わ
る
人
を「
自
分
も
ふ

く
め
て
」
笑
顔
に
す
る
こ
と
を
一
生
懸
命

考
え
続
け
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
は
、
も

の
づ
く
り
を
通
し
て
人
の
幸
せ
を
つ
く
り

ま
す
。
最
高
の「
も
の
」を
作
ろ
う
と
す
る
、

職
人
魂
と
前
向
き
な
姿
勢
が
い
い「
人
」

を
作
り
ま
す
。
い
い「
人
」は
良
い「
も
の
」

を
作
り
、
い
い「
モ
ノ
」は
利
益
と
な
っ
て

還
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
た
ゆ
ま
ぬ
探

究
心
で
未
来
の
暮
ら
し
に
貢
献
し
ま
す
。

新
幹
線
に
か
か
わ
っ
て
き
た
技
術
と
品
質

に
は
、
世
の
中
を
変
え
る
チ
カ
ラ
を
持
っ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
培
っ
た
技
術
で
、

世
の
中
の「
も
の
づ
く
り
」を
よ
り
良
く
す

る
こ
と
を
使
命
と
し
ま
す
。

　

当
社
で
は
、
赤
穂
青
年
会
議
所
主
催

の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト「
ア
ル
ク

ン
ジ
ャ
ー
」や
、
西
播
磨
4
商
工
会
議
所

が
主
催
し
た
、「
は
り
ま
発
見
！
産
業
バ
ス

ツ
ア
ー
」に
お
い
て
、
工
場
見
学
イ
ベ
ン

ト
に
ご
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
先
日
赤
穂
市
の
市
民
団
体
に
寄
贈

さ
れ
た
ア
ル
ミ
製
人
力
車
の
設
計
・
製
作

に
も
携
わ
り
、
今
後
も
赤
穂
の
活
性
化
と

発
展
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

■ 

こ
だ
わ
り

■ 

地
元
へ
の
取
り
組
み

赤穂市東有年952-5 ☎４６・９５５５

【取材編】「ものづくりを通して人の幸せをつくる！」　株式会社アコオ機工

―
㈱
ア
コ
オ
機
工
に
入
社
し
た
い
と
思
っ
た
理
由
は
？

　

  　

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
新
幹
線
が
好
き
で
、
新
幹

線
に
関
わ
る
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
ら
地
元

（
赤
穂
出
身
）に
あ
り
ま
し
た（
笑
）。

―
現
在
の
お
仕
事
の
内
容
と
や
り
が
い
は
？

　

  　

今
年
度
か
ら
製
造
現
場
の
管
理
業
務
を
し
て
お

り
、
職
場
の
改
善
等
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
以
前
は

溶
接
を
担
当
し
て
お
り
、
設
計
か
ら
自
社
で
行
う

フ
ラ
イ
ホ
イ
ー
ル
カ
バ
ー
（
中
東
向
け
石
油
精
製
工

場
設
備
用
カ
バ
ー
）を
製
造
し
た
と
き
に
は
、
と
て

も
大
き
な
達
成
感
が
あ
り
ま
し
た
。

―
今
後
目
指
す
社
員
像
は
あ
り
ま
す
か
？

　

  　

例
え
ば
、
10

年
後
に
後
輩
た
ち
が
自
分
の
姿
を

見
て
自
然
に
つ
い
て
く
る
よ
う
な
そ
ん
な
先
輩
に
な

り
た
い
で
す
。

―
休
日
は
何
を
さ
れ
て
い
ま
す
か

　

  　

今
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
の
研
修
・
勉
強
に
充
て
て

お
り
、
自
己
研
鑚
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
研
修
等
の

な
い
と
き
は
子
ど
も
と
一
緒
に
公
園
に
行
っ
た
り
し

て
遊
ん
で
い
ま
す
。

―  

最
後
に
㈱
ア
コ
オ
機
工
の
職
場
の
魅
力
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

  　

頼
り
が
い
の
あ
る
仲
間
が
た
く
さ
ん
い
て
、
自
分

が
や
り
た
い
、
こ
う
し
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
積
極

的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
、
と
て
も
や
り
が
い
の

あ
る
会
社
で
す
。

若
手
社
員
（
期
待
の
ホ
ー
プ
！
休
日
は
イ
ク
メ
ン
）

に
聞
き
ま
し
た

 

■ 

製
造
グ
ル
ー
プ
板
金
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー 

大
西
　
優
輝
さ
ん

入社3年目でリーダとして
期待されている大西さん
は赤穂市出身の新幹線好
きパパです。

■   国内で走る新幹線の 80％に私たちの作る最重
要溶接部分が使われています

■ 目標は板金業界の「Amazon」

■ 社名の由来　尾崎出身の新しいことが好きな創業者が赤穂を「アコ
オ」と言っていたことから。当時としては珍しいカタカナ

を会社名に採用。

　常に新しいモノ・コトを目指すアコオ機工の精神に。

　
融
解
温
度
が
低
く
、
高
い

技
術
を
要
す
る
ア
ル
ミ
の
溶
接

作
業
。

　
工
場
内
で
は
技
術
の
高
い
職

人
の
ほ
か
、
最
新
の
ロ
ボ
ッ
ト

ま
で
配
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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7/10～8/16健康・相談

人口の動き（５月） 住民基本台帳登録者人口

世帯数 20,462戸 （ ＋ 11）

人口 48,698人 （ － 40）

男 23,577人 （ － 6）

女 25,121人 （ － 34）

 （　）内は前月比
◎５月中の異動

出生 20人（＋ 3） 転出 107人（－ 54）

死亡 48人（－ 11） その他増 0人（－ 5）

転入 96人（－ 54） その他減 1人（－ 1）

 （　）内は前月比

交通事故発生状況

区分 ５月 平成29年累計

発生件数 113（－ 19） 576（－ 43）

　人身 15（＋ 1） 93（＋ 14）

　物損 98（－ 20） 483（－ 57）

死者 0（± 0） 0（± 0）

重傷 0（－ 1） 10（－ 5）

軽傷 22（＋ 5） 108（＋ 26）

 （　）内は前年比

火災・救急状況

区分 ５月 平成29年累計

火災 3（ ＋ 3） 8（ ＋ 4）

救急 174（ ＋ 25） 799（ ＋ 68）

（　）内は前年比

火災発生時での問い合わせは

 ☎43・6899 まで

� �� �� �

7月

10

11 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00　各保育所

12
●心配ごと相談 13：00 ～ 17：00 

●2歳児歯科健診（H26.12生まれ） 13：30 ～ 14：30 

●法律相談（要予約） 13：30 ～ 16：30 

13 ●子育て相談　13：30 ～ 16：00　子育て学習センター

14
●栄養相談（前日までに要予約） 9：30 ～ 11：30 

●子育て応援隊さろん　13：30 ～ 15：00 

15
●司法書士による法律相談　9：30 ～ 12：00 

　 市民対話課　☎43・6818

16  
せの内科クリニック ☎ 56・5115
9：00 ～ 17：00

17  
きっかわ整形外科 ☎ 43・1811
9：00 ～ 17：00

18

●保育所子育て電話相談 10：00 ～ 16：00 各保育所

●女性問題専門相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 

　 市民対話課　☎43・6818

● HIV・肝炎相談（前日までに要予約） 13：20 ～ 14：40 

19
●心配ごと相談（弁護士・要予約） 13：00 ～ 17：00 

●1歳6か月児健診（H27.12生まれ） 13：30 ～ 14：30 

20
●年金出張相談（要予約） 10：30 ～ 15：30 

　 姫路年金事務所　☎079・224・6385（2番）

21

22

23  
岩谷内科 ☎ 45・2888
9：00 ～ 17：00

24

25

●行政相談（相談委員） 10：00 ～ 12：00 

●知的障がい者相談　10：00 ～ 12：00 

●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00　各保育所

●もの忘れ健康相談（要予約） 13：00 ～ 15：00 

　 地域包括支援センター　☎42・1201

26

●精神障がい者相談　10：00 ～ 12：00 

●ベビーレッスン　13：00 ～ 13：30 

●心配ごと相談　13：00 ～ 17：00 

●こころの相談（要予約） 13：00 ～ 17：00 

●法律相談（要予約） 13：30 ～ 16：30 

27 ●身体障がい者相談　10：00 ～ 12：00 

28

29

30  
松本クリニック ☎ 42・0036
9：00 ～ 17：00

31

くらしのカレンダー

保育所子育て 赤穂☎42・3368 塩屋☎42・0323 尾崎☎42・2297
　電話相談 御崎☎42・3338 坂越☎48・8458 有年☎49・2297

子育て相談（子育て学習センター） ☎45・3290

青少年育成相談　青少年育成センター（随時） ☎43・7831

 フリーダイヤル 0120・783・115

消費生活センター（市民対話課内）（随時） ☎43・7067(相談専用)

女性問題電話相談　女性交流センター（火～金 13:00～16:00祝日除く） ☎43・7800

市民生活無料法律相談　市民対話課 予約☎43・6818

心配ごと相談　社会福祉協議会 予約☎42・1397

犬・ねこの引取り問い合わせ　動物愛護センター龍野支所 ☎0791・63・5146

市役所（代表） ☎43・3201

総合福祉会館 ☎42・1397

市民会館 ☎43・7450

問 い 合 わ せ 先

保セ 保健センター（すこやかセンター内） ☎46・8701

地域活動支援センター ☎48・1615

赤穂健康福祉事務所 ☎43・2321

8月

1
●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00　各保育所

● HIV・肝炎相談（前日までに要予約） 13：20 ～ 14：40 

2

●農地相談　10：00 ～ 11：30　農業委員会

●心配ごと相談　13：00 ～ 17：00 

●こころの相談（要予約） 13：00 ～ 17：00 

●3歳児健診（H26.2生まれ） 13：30 ～ 14：30 

3 ●子育て相談　13：30 ～ 16：00　子育て学習センター

4 ●健康相談　9：00 ～ 11：00 

5

6  
赤穂記念病院　加里屋診療所 ☎ 43・2717
9：00 ～ 17：00

7

8 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00　各保育所

9
●心配ごと相談　13：00 ～ 17：00 

●2歳児歯科健診（H27.1生まれ） 13：30 ～ 14：30 

●法律相談（要予約） 13：30 ～ 16：30 

10

11  
石川整形外科医院 ☎ 45・1717
9：00 ～ 17：00

12
●行政書士・司法書士・土地家屋調査士無料相談 

　10：00 ～ 12：00　 市民対話課　☎43・6818

13  
渡辺内科小児科医院 ☎ 42・3884
9：00 ～ 17：00

14

15
●女性問題専門相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 

　 市民対話課　☎43・6818

● HIV・肝炎相談（前日までに要予約） 13：20 ～ 14：40 

16 心配ごと相談（弁護士・要予約） 13：00 ～ 17：00 
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ちゃん
寿　町

父・優希さん　母・直美さん

平成27年12月30日生まれ

宮 崎  稀 愛
ざ き の あ

ちゃん
片浜町

父・信一さん　母・里恵さん

平成27年３月17日生まれ

笹 山  拓 馬
さ さ や ま た く ま

ちゃん
加里屋

父・一輝さん　母・衣世さん

平成28年７月30日生まれ

前 田  一 樹
ま え だ い つ きみ や

◆表紙の説明◆　６月23日、田端地区の田んぼで坂越小３年の

児童がどろんこ運動会を実施しました。二人三脚やドッジボール

を楽しむ中、突然ドロを頭に乗っけだした子どもも。最後は、先

生も子どもと一緒に泥んこになりました。

泥
でいちゅうのはす

中之蓮：  泥の中でも美しい花を咲かす蓮のように、悪い影響を受けずに、

清らかさや美しさを失わずに保つこと。

■ 広報あこうは自治会を通じてお届けしています。

■ その他、スーパー、コンビニエンスストア、観
光案内所（播州赤穂駅）、各地区公民館、市役所
にも設置していますのでご利用ください。

■ 次回の回覧広報あこうは７月25日（火）、
　広報あこうは８月10日（木）の発行予定です。

■広報あこうは再生紙を使っています。

広 報

　６月は田植え体験にどろんこ
運動会と田んぼでの行事がたく
さんあり、ひも田んぼへ４度入り
ました。小学校の田植え体験や
どろんこ運動会では若手の美男
美女の先生らも田んぼでどろん
こになる姿を見て、きっと子ど
もたちから慕われるいい教師に
なるんだろうなと感心させられ
ました。また、青年会議所主催
のどろんこ運動会では関西福祉
大学の学生がボランティアとし

て参加、男子も女子も田んぼに
ダイブしていく姿、泣いている
子どもを優しく介抱してあげる
姿は（泥まみれの自分はほったら
かしで、子どもの泥をぬぐって
あげていました。）とても微笑ま
しかったです。今の若い人は素
晴らしい！準備など裏方に徹し
たベテランの方々も素晴らしい！
この先もずっと赤穂に住んでく
ださい !! そうなれば赤穂の未来
も明るいなと思いました。 ひ

■編集後記■

野菜たっぷりのすすめ

マセドアンサラダ

「マセドアン」とはフランス語で角切りのことです。きゅうりやトマト、

パプリカなど夏野菜をどんどん角切りにして、たっぷりの野菜を食べ

ましょう。野菜は1日350g 以上摂ることがすすめられています。

一口メモ 　 　

＊１人分栄養素＊

エネルギー　152kcal　塩分　0.7g

（料理協力：赤穂市いずみ会）

■作り方

① じゃがいも・にんじんは皮をむいて８㎜位のさいの目に切る。

② きゅうり・ハムも同様に切る。

③    塩を入れた熱湯ににんじんを入れ、５分後にじゃがいもを入
れ、串が通るまで茹でる。

④ ③の水気を切って熱いうちに酢をふりかける。

⑤  玉ねぎはみじんに切ってさらす。

⑥  からしマヨネーズで材料を和える。

■材　料（４人分）

じゃがいも ・・・・・130g
にんじん ・・・・・・・70g
きゅうり ・・・・・・2/3本
ハム ・・・・・・・・・30g
グリンピース ・・・・・20g

塩・こしょう ・・小さじ1/6
酢 ・・・・・・・・小さじ2
からし ・・・・・・・・適宜
マヨネーズ ・・・・・・50g
玉ねぎ ・・・・・・・・30g
サラダ菜 ・・・・・・・4枚

各コンテンツの視聴に関して 　

　Facebook・Youtube・Aurasma（AR 動画）は無料でダウンロード・ご利用できますが、ダウンロード及び視聴にかかる通信料は自己負担となり
ます。ご利用する端末の契約内容によっては高額となる場合がありますのでご注意ください。

食育レシピ


